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　ギリシャ人，、アレキサドンリや人及びロ】マ人は“メヂチン”郭ち讐學（又
砂6κレηとも名付けられてみた）を回目術の一つに数へてるた．而して讐師は，
建築師，彫刻師，陶ユ：，金銀細工師，武具師，青銅鋳金師，機械製造人及び野
砲師等と同様に，技術者とされてみた．他方，専ら時計の製作を事とする機械
製造人と云ふものは，ギリシャ時代には未だ無く，漸くロ1マ時代になって
clepsydrariと構する此の道の職業者が現はれた．時計製造術（ギリシャ人は
之をグノモニクと呼んでみた）は元來，器具，機械道具等を造る機械製造術
の一部門であったが，ローマ人は之を機械製造術と不可分の關係にあった建築
術の一部分と三二してみたのである．
　他面に於て治療術，占星術，測時法及び時計製造術は相互に密接な聯絡を有
ってみた．殊に運星判噺術（ホロス・コピエ）上に於て，そうであった．ギリ
シャ，P1マ時代の王宮出仕の占星術者や個人の占星術者（horoskopi，　gene・
thliaci，　mathematici，測時者）は讐師階級に：囑してみた。鄭ち彼等は挾義の山
師の他，外科施術師，湯屋及び理髪師等の連中であった．
　ギリシャ時代より以前の古代に干ては，日時計と並んで，軍に幼稚な水時計
なるものがあったのみである．而してアレキサンドリや時代に及び，アリスト
テン雪スの遣遙學派の影響を受けて二野，博物學，機械學及び測時法が密接な
半弓を結んで，互ひに其の獲達を促進し合ふ様になってから，時計製造術にも
劃期的な進歩が見られるに至った．
　抑々脈搏と心臓運動との同時性を認めたのはヘロフィロス（學紀前325－220
年）である．彼は二二を水時計で測定しており，又，携常用の水時計をすら持
ってるたと云はれる．而して，彼及びエラシストラテ1ス（アリスFテレ1ス
の孫）の創設にかX、るアレキサンドリや讐學派は測時法を歎學二階學上に下用
し，又，器具機械等の製作術を機械的醤學上に利用し，且つ叉，精密なる構造
を有する水痔計製造に貢献する虞が割くなかった．
　斯く讐師と機械製造人との協力により，歯車附きの水時計が現はれ，之に藪
字板及び指針が附けられて，分銅水時計の最古のものが造りあげられた．
　ギリシャ文明時代にあっては，エジプトは時計の大市場となり，之を諸國に
轍出してみた．アレキサンドリヤの時計製造人は，王廷や都市に抱へられ，其
の技術は，後世に迄，著大な影響を及ぼした．／
　かの古代の最も有名な機械製作者たるアスクラのクテシビオス（學三業2糧
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紀）ば特に外科器具の製作に長じ，叉，水時計，水風琴，浩火ポンプ，兵器，
減等をも造り，彼以後の古代の技術者，殊にロ1マ人，ビザンチン入，アラビ
ヤ人，及び，中世期頃の人々は彼に學ぶ虞が勘くない程である．
　之等ギリシャ人及びアラビヤ人の學論は，藪學讐學的測時法に回したものに
至る迄，實にルネッサンス時代を愚ぎる頃迄も，治療術界の規準をなし，永く
其の影響を留めてみた．
　二二50年頃の人であるヂオスコリデスは，彼の先輩達に依って其の著“De
materia　medica”中にフ畑寺計の馨用便値を張調してみる．又，ペルガモス出
身のガレノス（129－201）年は之を測熱及び測点に用ひ・てるる．彼は多数の讐
晶晶臨床報告を記した其の著書の中に此の水時計の利用を大いに推奨してみ
る．更に彼は時計構造に冠した書物すらも公にしてみる．
　叉，ビザンチンの山師も水時計を鷹用してみた．かのモ1ゼル河畔クエス出
の人で，一時コンスタンチノ1プル及び東ロ1マ帝國の他の各地に滞在してみ
たと云ふニコラス・クサヌスは1440年水時計で脈搏を測った．從って，殊に
東ロ1マ皇帝の侍品詞が，内科學や外科山上の必要から，機械學を修めたり，
叉，弓丈學的，占星術的及び二三的三具上の必要から，時計の構造を研究した
りした事なども，別に：，不思議とするに足りない事柄である．
　コンスタンチン・フォン・コプロニモス皇帝（741－775）の侍讐マウロストス
は諸種の珍らしい讐療器具，外科器具等に就て記してみる．彼の論読はシリヤ
やアラビヤの百科全書の中に屡々記されており，夫は回々教徒の機械及び時計
製造術に著大な影響を與へたものである。街ほ，ビザンチン人は既に牽引二二
の附いた時計機械を知ってみた．
　扱て讐學が測時法，時計製造術，天文學，占星術，及び観相術等と最：も緊密
な關係を有つに至ったのは中’世アラビヤ入に於て野ある，而して幾多の回・々教
徒の二三は数學的，天文乱序，占星術的原則と調和したる投藥及び藥の調合を
行ってみた．
　回々教徒及びモ1ル人は，古代人及びビザンチン人から受け糧いだ器具，機
械の類を軍に改良したのみでなく，：叉，大いに其の種類をふやした．
　彼等の手になる銅製叉は銀製の星高機，四分儀，覗準儀，筆脚，磁針，天艦
儀等は精巧なものである．
　讐師をも含んだアラビヤ人患者は，“al　asterlabi”と云ふ異名を有ってみた，
之は彼等が斯様な器具の作成に長じてみたからである．
　アラビヤ人の讐師は，叉，時計製作者（“al－saati”）として秀でNみた．其の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　カリフ内にはパグダット，ダマスコ，カイロ等の太守の三歎の侍讐があり，彼等の作
った自働機械附きの高塔時計たる大寺院水時計は，キリスト教を奉ぜる西洋諸
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國に迄も知られ，十字軍の参加島山をして驚歎せしめたものであった．又，太
守の所有してみた水時計の申には，夏季の丁丁から冬の立居へ移動する時にも
持ち運ばれたと云ふ携帯用分銅水時計もあった．
　1200年頃の筈師リドワ1ンは時計造りの名人であった．彼の父が有名なサル
タンのサラヂン（1146－73年）の統治時代に造ったダマスコの大寺院の時計の
歯車，鎖，分銅等の機能に就て記述してみる．
　アラぜヤ式の最も完全なる歯車水時計こそは近代の柱時計，塔時計等の出現
するに至る迄其の橋渡しをなせる物である．而して，其の時計には，既に近代
的分銅時計の基本部分たる聯動装置，制止装置，整時器，門門板及び指針装置
等が純アラビヤ風に組立てられてみる．
　斯様な精確な時計装置に依りアラビヤの讐師は数字的三井の目的に必要な太
陽，月及び黄道十こ二宮の位置を知って居ったものである．
　中世期の終末期には，旧師は理論的にも，亦，實験的にも，測時球の獲達及
び時計製造術の進歩に著大な貢献をなしてみる．當時にあっては，物理學，撒
學，天文學及び機械學等は未だ二二修得の内に含まれてみて，野師たるべき者
の警むべき學問・とされてみた．かの“Physici”とは古代の自然科學的智識を修
めた人kの呼稻であった．
　而して，王廷にあっても，都市の役所にあっても叉，侍醤として，或ひは
二二や行政上の顧問としても，二時に閉した事は専ら律等に委ねられてみた，
淫乱な技術を修め，又，二二的，政治的活動をなせる傍ら，彼等は又ホロロ1
グ（horolociは往々astrologiと同義である）師ち測時法及び天丈學や占星術
上の器具，殊に時計製作上の指導者とされてみた．ピザのクリスチナ女の言に
依れば，“Philosophe，960mδtre（物理學者の意）で且つarismeticien（数學
者の意）たらすんぱ翼のAstrologus（占星師）たり得ない”と．之は彼女¢］）心
掛けを言ったものであった．蓋し彼女の父は1370年頃フランスのシヤ1ル五世
の二野（Physicus　regus）穀占星學者にして，中世期の何れの君侯も思ぴ立た
なかった塵の公示用時計の設置を，而も，私財を投じて行った程の三者であっ
て，其の感化を大いに受けてみたからである．
　14世紀の君侯は，醤師や法律家の修めてみた三際的な學問に興味を抱く様に
なって，九星論（Siderismus）の影響を受けて占星術に執心し，一方，之を心
得てみる讐師を評定役として側近に侍らしめる様になった爲に，之等の呪師は
簑際的な測時法及び時計製作術の促進者として釜々頭角を現はすに至った．か
のi教素式測鎖…法に代って現はれた近代的時間算定法，師ち1日を12時間2回或ひ
は24時…に分割する法，及び，ロ1マ式常用時法（dies　civilis）等の探用は彼等
に負ふものである．
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　既に13世紀後牟に於て彼の博論の聞え高きカステリヤのアルフォンス10世王
及び其の忠言者たる書師蓬は，海陸に於ける距離及び時間の測量を行ってみ
た．此の王の名を冠した有名な天応表は彼等の手になれるもので，航海者達に
より幾百年の永き間に亘って利用せられ，航海學上に重んぜられた．
　叉，水時計に代へんとしてカステリア人がモ1ル人の時計製作術を墜倒しよ
うとした努力の跡が明瞭に認め得られるのである．
　西洋に於ける屋内時計としての歯車時計に話してはフランスのフィリップ王
（1285－1314年）の宮廷にあったものが最初の記録となってみる。同王は彼の
欝學及び其の他の學術の進歩に貢献した二三とか法律家等の僧職を持たない二
者を近づけてみた．例へば欝學を修めてみた法律家のピエ1ル・ヂュボア（ペト
ソレス・ド・ボスコ）の如きは其の一入であった．
　又，ブルグンド王家には時計術の促進に非常に力を謳した人がある．鄭ちチ
ヤ1ルス王の父フィリップ（1396－1467年）が回れである．富浦のハインリヒ・
フォン・ツワ1リスに“大公の爲に調製せる遊星十二宮及び諸星の蓮行表を附し
た時計の報酬として”1，000ポシドを支給したと云はれてるる．
　測時法が一般化し普及するにつれて漏壷堂や都市に公示用の時計塔設置の氣
蓮を恋すに至った。
　叉，君侯，騎士に限らす普通人迄もが服毒及び養生等に際して太陽，月，遊
星，十二宮等の位置を知る様になり，此の傾向は實に18世紀に至る迄も存績し
たもので，其の目的によく合致する様な的確な刺絡日の表を記入した複雑な天
文時計が生れて來た．樹ほ身醗各部の刺絡に好適せる日時を圖示した刺絡人像
緯すらも作られた．
　之等の時計の製作者や其の學術的設計者及び指者の内には讐師が頗る多い．
其の申でも特に有名なのは彼の点者の…大中心地たるパドア出身の開業讐にし
て又天文尋者象機械論者であったジャコモ・ドンヂ（1298－！359年）及びジヨ
ヴ。ンニ・トンヂ（1318－89年）の親子である．
　15世紀の末期に於て所謂“プラクチグン”（刺絡心得書）と稻する印刷した暦
書や年鑑が現はれた頃より18世紀に至る迄の間には多歎の讐師が之等の暦書の
作成や普及に嘉事してみる．　　　　　　　　　　　　　　．
　彼のデカルト及びガリレオ以註脚に讐學上に顯薯な影響を及ぼした虚の生命
及び諸現象の機械學的観方は，測操法と時計製造術の護展上極めて重大な意義
を有ってみた．而して其の出射貼は動物を機械漏せるデカルトの學論であって
此の時計に讐へた観：方は漸次一般的となり，哲二者，物理學者及び藪三者の注
意を惹き，夫よりして學術的な正確な測時法の具膿化を促し，又同時に之れ迄
殆んど全く行き渉ってみなかった杜會に迄時計の使用が普及するに至った．
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　ガリレオは既にデカルトの在世時代（1595－1650年）に於て機械學をして精
密な計数的基礎の上に立たしめてみた．此の偉大な機械學的考察の唱導者たる
ガリレオは1581年ピサにて先づ讐學を修め2年後には哲學，二二，物理學及び
天文學の研究に移った．併し乍ら既に1583年に振子の諸法則を獲表し夫より自
然科學的な研究と教授に専念する檬になったが，之れの二二の動因をなしたも
のは彼の修めた讐學であった。ガリレオは測熱及び二二に振子の慮用を推奨
し，叉自ら特定の誉學用振子を作り之に“Pulsilogus”なる名山を附けた．
　ガリレオ（1564－1642年）の落命法貝IJはニュDン（1643－1727年）に依り天
髄法則に三三展せしめられたが，之と殆んど時を同じうして同法則は叉近代二
道學の生みの親ともなったのである．更に現代馨學に於ける検鏡法の重要性に
思ぴを藪すH寺，光學器械の學術的山山に及ぼせるガリレオの學論の影響をも自
から窺ぴ知られるのである．
　斯の偉大なる歎學者にして又物理學者であったクリスチャン・ホイヘンス
（1629－1695年）はガリレオの學術的後綴者として其の素論法則を初めて時計
の蓮榑を整調ならしめる目的に用ぴた．
　彼は時計製造入の授けを借りて1656年に最初の振子時計を作成し，1673年に
はゼンマイを懐中時計の一構造部分となした．爾來柱時計及び懐中時計は著し
く普及する様になったのである．
　又，塔時計迄もが17世紀末から18世紀初頭にかけて多く振子付きのものにな
って行った、伺ほ此の頃に至り運行のより精密な測時儀が作られた爲に時計製
造術は一暦の進歩を示したのであった．
　此の問に於てホイヘンスの助手として貢献する虞の多かったのは彼の有名な
物理二者デニス・パパン（1647－1714年）である．彼の父は15世紀より17世紀
にかけてパリに次いで佛國の時計製造術の中心地として名高かつたヴアロア王
家の居城プロアの秀でだ時計製造者の家から出た讐師であった．而して其の窟、
たる彼も先づ三二を修め，一時開業してみたが1685年置ンゼルスでドクトル帽
を獲得し，其の後ユ1グノ1（カルヴァン涯の新教徒）として英國に逃れ，ロバ
1ト．・ボイルやフックの卓越せる物理三者や敷學者と交はり，夫よリマ1ルブ
ルグに赴いて藪學を教へ，叉此の地で蒸三二を航海及び工業上に利用すべく彼
の有名な實験を行ったのであった．
　秒振子の出現に次いで程なく秒針附きの懐中時計が造られた．夫より彼の
1705年脈搏歎に封ずる呼吸数の比を見出した英人讐師ジョン・フロイヤ1卿に
依り懐中三山器が考察せられるに二至った．
　測時法上の科學的弓蓬はSE　tC　15世紀に於て，彼の影の長さを示せる古代の日
時計をば塵倒し，影の長さそのものが直ちに時間を告示する庭の近代的な日時
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計を以て代へられるに至ったのである．
　而して途にユリウス暦の改草とグレゴリウス暦の採用を促す様になった．省
ほ，之に貢献する威大なりし話者の中にば，ジロラモ・フラカストロ（1478－
1553年）がある．彼はパウルニ世法王の侍讐にして，暦制改革を決議したトレ
ント倉議に随行した人である．
　パリとアミヤン間の最初の子午線測定は讐師ジャン・フェルネル（1497－！558
年）に依って行はれた、此の測量に於ては往途には極の高度を定め，麟途には
彼の心行馬車に備へ付けた道程計を用ひた事に依り見ても此の測量：が比較的精
確なものであったことが判る．彼は1530年にドクトル號を得，1534年よりパリ
にて書画を講じた．叉彼はアンリニ世の侍馨となり，歎言及び天文學の研究に
も専念した．
　斯の子午線測定上の規準となり位置及び時間の完全な測定法として航海上に
敏くべからざるものとなった観測法を案出したのは，三縄せるアントワ’1プの
天文泳者薬敷學者ゲムマ・ブリシウス（1508－55年）である．彼は始め開業讐
であったが1540年以後はレ1ヴエン大學に於て歎學を講じ，後1553年より少し
以前には同大學の讐學教授に就任しており，又理論的及び實際的研究を穫んで
彼は天丈學的器械の改良を行った．1麗7年パリで刊行された彼の著書“De　usu
giobi”中に，彼は山行には小さな精密な時計を携行すべく，出獲に際しては夫
を出尺地の時間と天文學的に正しく合はなければならないと主張してみる．
　讐師にして又天文三者たるヒエロニムス・カルダノス（1501－96年）は彼の
名に因める時計懸垂装置を案出した．之れ部ち船舶馬時計の可動固定装置とし
て航海上に点く利用せられてるるものである．
　振子時計の獲明後に於ける特筆すべき牧獲の一は，彼の17世紀に於ける全學
者暦，時計製造界，商業界の注目を集めた船舶用時計の高察である。此ゐ問題
の實際的解決を行ったのはパ1ゼルの人ダニエル・ベルヌ1リ（1700－82年）
であった．彼は讐術を修めイタリーにてモルガ1＝及びミケPツチに師事せる
生理學者盆讐學ドクトル・物理溢者で，且つ天文二者であった．
　伺ぼ17世紀末に於けるグリニチ及びパリ爾天文嘉の設置は，蕾に天：文學及び
航海術上に一エポックを劃せるのみならす，叉測法及び時計製造術の上にも學
術的及び技術的な方面で著大なる影響を及ぼしたるものである．今日吾人が國
際的無電乱波装置を通じての報時及び宇宙時を知るのであるが，之は弓丈豪の
弓術的努力に侯つ廣が甚だ大なのである．
　パリ天文墓は1675年に讐師のクロード・ぺpIル（1613…88年）が其の天文
二上の蔽蓄を傾けて指導して創設したものである．V〈・Piルは始めパリにて活
潮繋を修め，三物學のドクトルとなり幾多の讐書を公にした．後，建築學の研
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究に移り王室建造物の管理者となり，又建築術に嚇した10巻よりなるロ1マの
建築家ヴィトルヴィゥス・ポリオの著書を醗課して名臣を馳せた．因みに其の中
の1雀は日時計及び水時計の製法に關したものにて，ペロ1ルは其の一部め組
立をすら試みてみる．
　惟ふに水時計や地方蒔を用ひてみた古代から，讐學用クロノグラフや世界時
を採用する現代に至る迄には，實に久しき年月を経てみるのであるが，其の間
にあって常に讐學が測時法及び時計製造術の獲達を促すに與って力のあった事
が認められるのである．
晦の一念麗のたδ創こ
　時の観念をはっきりと，正しくもつやうにと，毎年六月10日を「時の記念日」
としてさまざまな催しが行はれます．
　もともと人間には，遠く原始時代に於てさへ時の長さとか1日の時刻といふ
やうなものを知りたいといふ願ひは持ってるたもので，御承知の日時計，水時
計，砂時計，油時計どいふやうなものなどはいつれも紀元前のものなのです．
　そんなものから進んで，…欠に出來たのが歯車を利用した歯車時計，それから
ゼンマイを利用したゼンマイ時計，持ち歩かれる酸中時計，船などでゆれても
大丈夫なクPノメ1タ1といふ順序ですが，天文時計としては近年リ1フラ1
やシンクロノ1ムとい阜のが単二ました．ガラスのおほひで密閉しこの中の室
i氣を抜き，温，二度，氣墜の攣化から來る影響を遜け電氣で動かすのです．し
かし機械である以上，それでも時に狂ぴの生じないとともありませんが，それ
は多くて1秒の百分の2一百分の3ほど遅れたり進んだりするのでず．
　亥に電氣の「シンクロナス・モータ1」所謂電氣時計があります．近頃ビルデ
ィングや學校，お役所，家庭などでも電燈線からすぐとれるあれです．これな
らネヂをかける世話もなし，止まる心配もありません．時間はこの獲電所の時
計に合って動くわけですが，最近はもし停電するやうなことがあっても，それ
と同時に自動的に動くやうなしかけのものも口底たので，恐らくはこれが家庭
一般のごく普通のものとされるのも歎年のうちでありませう．
　次にこれこそ最も完全な天文時計として天文甕に据付中の時計に水晶獲振時
計といふのがあります．水晶は交流の電氣を通すると非常に規則正しい振動を
するもので，それを利用してつくったものです．しかしもうかうなれば時計と
は云っても實用的な時刻を知るといふよりは，履術的な研究に使はれるものと
なります．（水野良雫氏）
